
別紙１ 

 

 第１４回新居浜市小中学生ふるさと学習奨励賞実施要項 

 

１ 目 的 

 ⑴ 日頃の授業での学びを基盤として郷土新居浜への理解を一層深め、ふるさとを愛し、誇り

に思う心情を育てる。 

⑵ 新居浜市の魅力や再発見等を主体的に探究する活動を通して、物事を多様な観点から考察

する力、課題発見能力、問題解決能力、コミュニケーション能力を育成する。 

⑶ 学校でのふるさと学習を家庭に広め、家族と共に新居浜の現在と未来について考え、対話

する機会とする。 

２ 主 催  新居浜市教育委員会 

３ 対象者  新居浜市内の小中学校に在籍する児童生徒 

・グループ研究の場合は４人以内とする。 

・保護者をはじめ、家族と協力しての調査・研究を推奨する。 

４ 応募作品について 

 ⑴ 内容 

新居浜の魅力や課題について調査・研究を行い、郷土への理解を深めたことや自分の考え

をまとめて表現した内容を応募作品とする。 

 ⑵ 作品の様式等 

ア 使用する用紙の大きさはＡ３、Ｂ４、Ａ４、画用紙は八つ切り（27 ㎝×38 ㎝）とする。 

イ 用紙は左綴じとする（１枚 1枚取り外しができるように綴じる。）。 

ウ １枚目を表紙とし、最終ページを裏表紙とし、枚数の制限はしない。 

エ 文章は横書き、手書きとする。 

⑶ その他 

 ア 家庭での自由研究とし、学校で授業中に作成した作品は除く。  

 イ 愛媛県生涯学習センターが募集している「小・中学生のふるさと学習作品展」等、他の

募集に応募した作品でも、主催者の制限がなければ応募できる。 

 ウ 引用または、参考にした資料名を必ず明記する。 

５ 作品の提出 

⑴ 児童生徒は、在籍する学校へ、学校が決めた期限までに提出する。 

⑵ 学校は、期限を決め作品を募集する。応募作品から学級数程度を上限として選考し、市教

委に逓送便か持参する。（今年度は、審査会は 1 回にする。応募総数が少ない場合は、小・

中社会科顧問、科学博物館代表者、別子記念図書館代表者のみで行う。）また、選考した作

品の一覧表を、令和８年９月１８日(金)までに学校教育課へ電子データで提出する。 

６ 審査及び賞 

⑴ 審査  審査会  令和８年１０月２７日(火)（各学校より審査員１名参加予定）      

⑵ 賞   応募作品の中から次のとおり選考し、賞状と記念品を贈呈する。 

（特選：５点程度  優秀：１０点程度  入選：１５点程度：応募数により変更有） 

７ 結果の公表 

⑴ 特選、優秀作品は、氏名、学校名、学年、研究テーマを、また、特選作品は作品も外部へ

公表し、市のホームページに掲載する。また、入賞作品は作品展を開催し、作品も公表する。 

⑵ 表彰式及び特選受賞者の研究発表会は行わない。 

８ 展示会（入賞作品の展示） 

⑴ 期間  令和９年２月９日(火)～令和９年２月２１日(日) 

⑵ 場所  あかがねミュージアム アート工房  


